
授業実践記録シート 

平成３０年９月２５日 授業者  野口 恭平 

小学５年 教科 国語 
単元名 すぐれた表現に着目して、物語の魅力を 

伝え合おう 「大造じいさんとガン」 
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（意図） 

・「クライマックスの一文を見つける」という課題を、クラスの人と協同し、議論を

重ね、〈正解〉ではなく、〈納得解〉を導き出させたい。 

（手立て） 

○考えの視覚化 

・ワークシート、ホワイトボードを活用する。 

○話し合い形態の工夫 

・自由な形態（どこでも、誰とでも）で話し合わせる。 

成
果 

・初めに、「クライマックスの一文」を定義し、そのフレームの中で話し合わせるこ

とで、最初は拡散していた意見が、話し合う中でいくつかの意見に収束していった。 

・初めは話しやすい人のところで議論するが、そこで自分の意見に自信をもったり、

逆に不安になったりすることで、時間が経つに連れグループ間での相互作用が見ら

れるようになった。 

・話し合いの形態を限定しないことで、ペアやグループ学習での課題である、限定さ

れた集団内の能力差に左右されず、話し合うことができていた。 

・最終的に、いつくかの意見に分かれて授業は終了したが、クライマックスの定義内

でそれぞれの〈納得解〉をもつことができていた。 

・モヤモヤ感を残して終了した児童は、次回の授業の冒頭で、振り返りが紹介され、

モヤモヤ感として問題提起でき、全体の学びをさらに深めることができていた。 

課
題 

・特定の形態をとらない全体の話し合いでは、児童の相互作用は自然と行われるが、

４５分という時間のなかでより活発に、また、めあてからずれないように話し合わ

せるためには、教師のコーディネート力が求められる。今後は、そのコーディネー

ト方法について、言語化したい。 

 

※ ４つの視点に加えて見えてきた話し合い活動に有効な手立て 

①振り返りの紹介 

 振り返りを授業の冒頭に行い、授業への貢献度や授業を作っている当事者であるという

意識を持たせることが、活発な話し合いへの参加につながる。 

②魅力的な課題の設定 

 課題が魅力的（＝必然性のある）であれば、自然と話し合い活動が活発になる。 
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（資料１） 

スライドを使って、言葉を図解し、

児童の理解を助ける。  

（資料２） 

ワークシートを用いて、自分の考

えを書かせる。また、話し合う事前

と事後の考えを書かせることで、

意見の変化を可視化する。  

（資料３） 

クライマックスの一文を定義する

ことで、フレーム内で考えられる

ようにする。 

（資料４） 

授業の流れを明確にすることで、

活動の意義を児童自身が把握でき

るようにする。 

（資料５） 

毎時間、振り返りを書かせ、次回の

授業で紹介することで、活動のつ

ながりを感じさせる。 


